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10月 19日（木）「ようこそ

市長室へ」で荻原市長と懇談し

てきました。住自協からは会長

以下 6名が出席しました。 
 

議題  人口減少、地区担い手の減少、高齢化が進んでおり、いずれ地域の終焉を迎えることになる。

これからの中山間地をどうするか、市長とじっくり話し合ってみたいという議題について、人

口ピラミッドグラフ、集落終焉のモデル図を使って説明しました。人口ピラミッドグラフを見

ると昭和 50年はピラミッド型になっているが、令和 5年は完全に逆三角形になっているこ

と。集落によっては限界集落（限界集落とは、1988年に高知大学の大野教授が提唱した概念

で、高齢化率が 50％を超え、独居老人世帯が増加し、社会的共同生活の維持が困難な状態に

ある集落）に近いところもある。また、モデル図では島根大学の作野教授の「むらおさめ」と

いう考えを説明し、福祉的ケアの必要性を提案した。 

集落の状況を知るために、集落支援員を導入して集落点検をしてもらいたいとの提案もした。 

市の回答 生活道路の草刈り、支障木の伐採、除雪などの地域の共同作業等は、住民の皆さまができな

いとなれば関係部局と検討し新たな支援策を進めていきたい。共助がだめだった分をどうする

かと言ったら、ある程度公助が入っていかざるを得ないというのが基本的な市の認識である。 

集落支援員の提案は部内でも考えている。配置等について検討していきたい。 

中山間地域の今後のあり方そのものを、ターミナルケアを含め、研究会か意見交換会などを

設けお話をさせていただくかもしれない。 
 

その他 事務局職員の給与について、社会保険に入れるくらいの予算をつけてもらいたい。 

市の回答 社会保険に入っていただかなければいけないと思っている。法的な問題もあるので少し調整

させていただきたい。 

市長総括 「むらおさめ」ということが現実的に起こりうる時代になってきていると思う。市民の皆さ

んの安心したくらしを守るというのは、行政の絶対的な責任ですのでしっかりやらせていただ

きます。草刈りなどどういった役割ができるか、関係を密にして改善を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☎（026）290-3000 

 

TEL 299－2416 

FAX 299－2138 

TEL 278-2268 FAX 278-9720 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

ミツトモ 

松代町小島田 3549-5  永井 智達 

点検・整備お気軽にお問い合わせください 

ようこそ

市長室へ 
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本年も、10月 11日（水）から 10月 20日（金）ま

での 10日間の日程で、全国地域安全運動が実施され

ました。信更地区防犯協会（信更エンジェルス隊）

は、警察官と共に 10月 13日（金）の年金受給日に合

わせて、信更地区内の金融機関 4カ所でのぼり旗の設

置や、物品の配布などの啓発活動を実施しました。 

 

第 33 回 

信州新町文化祭に 

信更太鼓が出演 

 

 

 

11月 3日（金）に開催された信州新町文化祭

にて、信更から「信更太鼓」が出演をしました。 

出演者７名の息の合ったパフォーマンスと、力強

い太鼓の音色が体育館中に響きました。 

 

 

11月 5日（日）、コロナの影響で 4年ぶりに移住者交流会を、信更花の里

センターで開催しました。当日は天候もよく、晴れ晴れとした秋空の下

で、総勢 70名以上の人が参加しバーベキューを囲んで有意義な時を過ごし

ました。 

 この交流会は、「信更田舎暮らしを支援する委員会」が設立した当初から

移住された方々の交流と、当委員会の委員とのふれあいの場として開催し

てきました。 

 信更地区には多くの皆さんがおいでいただいていますが、日頃なかなか交流する機会もない中で、この

交流会は大変意義あるものと思っております。 

 当日の様子は、参加者はそれぞれのテーブルを回って、初対面のお互いを紹介し会話する大変ほほえま

しい光景が見られました。 

 そして後日、何人かの方から事務局に、大変有意義な交流会であったことの知らせもありました。 

 委員会としては、また来年も開催したいと思っております。  

    

 

「信更小学校熱気球イベント」 

信更小学校閉校行事実行委員会では 10月 28日（土）閉校記念事業として熱気球の乗船イベントを実施

しました。乗船された方は 181名（信更町内 115人・町外 66人）で当初の予想以上でした。 

気球は間近で見ると「デカイ！」と圧倒されます。

大きさはおよそ 20ｍだそうです。 

ゴンドラには大人・子ども合わせて 10人前後が乗

り、高さ 20ｍほど登りました。5～6分の飛行でした

が皆さん楽しんでいました。 

 

「14人の世界一の音楽会」 

10月 28日（土）信更小学校最後の音楽会が開催されました。信更地区の

学校音楽会はこれが最後です。 

テーマは「仲間たちと創り上げる『世界一の音楽会』」です。合唱あり、

合奏あり、また音楽劇ありと楽しい音楽会でした。14人での練習は大変だったと思いますが、今日は明る

く楽しく演じているのを見て、これが最後だとは感じさせない音楽会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気球から眺めた信更小学校 

令和 5 年度  

全国地域安全運動  

期間中の啓発活動 

 

4年ぶりに移住者交流会を開催 信更田舎暮らしを支援する委員会 
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善光寺の山門を抜け、すぐ西側（左）に行くと「聖徳皇太子」という碑が立っている。あまり 

知られていないが、善光寺と聖徳太子はご縁が深いそうです。 

説明板によると「聖徳太子は、日本仏教の祖として信仰を集めるとともに、大工・左官等の 

職人の守護神としても篤く祀られてきました。この碑は長野県北部の建築関係業者によって造 

立されたものです。善光寺と聖徳太子とのご縁は深く、善光寺縁起には善光寺如来と太子が文 

を交わした話が説かれています。」とあります。 

宮下先生によると、鎌倉時代の法隆寺の書き物の中にも、文を交わした話が出でくるようで、法隆寺へ行く

と今も善光寺如来の御文の箱が残っていて、中は見てはいけないことになっているそうです。父、用明天皇が

亡くなったとき、太子は 7 万念南無阿弥陀仏を唱えた。そのことが、功徳があるか、小野妹子を善光寺に派遣

して聞いたという。その答えが善光寺如来から来るということで、寝るとき枕元に硯と筆を置いたところ、返

事が来た。それが絶対見てはいけないと今に伝わっているということです。 

 

       今年も信更公民館と共催で、宮下健司先生の講義を 3 回開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域の皆様とのきずなを大切に 

グループホームしんこう 

 

☎290-4015 

 社会福祉法人あさひ福祉会 

事務用品 OA 機器 オフィス家具 

竹村文具店 

 

有限 

会社 

信州新町 新町 63 TEL 026-262-2229 
FAX 026-262-3351 

◆ 第 1 回 善光寺・戸隠の歴史散策 7 月 27 日善光寺・戸隠巡り 

◆ 第 2 回 時を刻む信更の風土 10 月 12 日信更公民館で座学 

高野ではフジバカマにたくさんの蝶があつまって、蝶の楽園になっている。あれだけの蝶を一度に見られる

のは、長野市の中にもない。 

ちょっと見上げると秋には鷹が飛んでいて、渡りのルートになっている。 

更に上空を飛行機が飛び、成田・羽田の航路になっていて、こんなところを見られるのが高野の素晴らしさ

である。 

涌井神社には古宿藤倉区から奉納された日露戦役紀念の絵馬がある。長野県の日露戦役の絵馬ではこれに匹

敵するものがない、素晴らしい絵馬です。日露戦争の馬の徴発検査では信田村で 69 頭、更府村で 49 頭合格

していると書いてある。こんな素晴らしい絵馬があることは大事なことだ。 

そしてそこから読み取れる国家神道というものは、戦争遂行のため国民精神の高揚団結強化の場として神社

を利用し、悪用した。自然と共存し、平和・平安を根本思想として発達してきた神道という民俗信仰が、対極

にある戦争目的に利用され、悪用されていったと説明されました。 

 

 ◆ 第 3 回 信更の足元を歩く 10 月 19 日更府地区巡り 

 
長勝寺・三沢勝衛の生家跡・犀川通船三水の渡し・真龍寺・涌井神社などを巡りました。 

犀川通船は松本から新町まで、久米路橋の上流には滝があり、新町で荷物をおろし久米路橋を渡って稲荷山

まで運んだ。稲荷山は北信随一の商都である。善光寺地震で滝が崩壊し船が下れるようになり三水が終点にな

った。中南信の物資をここで降ろし、稲荷山まで最短ルートで運べるようになった。そして更級郡の府中であ

るという意識から更府という名前をつけた。 

真龍寺には宇都宮信衛の碑が立っている。宇都宮信衛は桜井の人で、碑の裏にはいきさつが書いてあり、大

正 14 年川中島自動車を創立し社長として運営に当たった等書かれている。 

また碑の建立に携わった人たちの名も書かれていて、衆議院議員、県知事、八十二銀行会長などの名もあ

り、信州新町、明科、戸倉、大岡など川中島自動車の恩恵を受けた人たちが名を連ねている。この碑の意味は

大きい。 

 

歴史講座  
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１０月１７日(火) 

１１月２１日(火) 

信更公民館で開催、心地

よく体を動かし、参加者一

同楽しいひとときを過ごし

ました。12 月 6 日(水)好評

につき、追加開催します。

皆様、奮ってご参加下さい。 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オレンジカフェ １１月１日(水) 信更公民館で開催 

地域包括支援センター桜ホームの皆さん、地域の伊藤

道子さんの指導のもと、折り 

紙で箱作りをしました。 

お茶を飲み、会話をしながら 

ゆっくりと過ごしていただき 

ました。 

今後も会話ができる場、 

認知症予防に役立つ 

場作りに務めます。 

 

TEL 026-290-3848 FAX 026-214-1181 

〒381-2353 長野市信更町田野口 235-1 

営業時間午前 9 時～午後 4 時 

TEL/FAX 299 - 2458 

信更いっぽ工房 

        

おやき製造・販

 
地方発送（冷凍・冷蔵） 

 

  

 

 
 

今年度で３回目を迎える“体力・健康チェックキャラバン”を、 

信更公民館で開催しました。この事業は、生活習慣病やフレイル（虚

弱）の予防・改善のため、体力・健康づくりの動機づけを図る 

ことを目的としており、７５名の皆様に参加 

してもらいました。 

参加者からは、「現在の自分を知る良い機会 

になった」「来年もあれば参加して今年の結果 

と比べてみたい」などの声が聞かれ、皆さんに 

楽しんでご参加いただけたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７２回長野県社会福祉大会 

１１月１１日(土) 松本市で開催 

大会では地域等で長年にわたり

様々な福祉実践を続けてこられ

た方々が表彰され、信更から 

大田 敬文 様（下平） 

髙沼 君人 様（田野口） 

村田 りう 様（三水） 

以上３名の皆様が受賞されました。

心からお祝い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てほっとパーク

１０月５日(木) 信更公民館にて 

スポーツの秋、体を動かしてもらおう 

とスマイルボウリングを実施しました。     

また保健師さんによる育児相談、 

お母さんどうしの近況報告などで、 

楽しい時間を過ごしました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気合を入れて

エイッ！ 

３ゲームは少々

疲れるわい       
 

 

 

 

受賞おめでとうございます 

 この度、下平にお住いの番場敏次様が、

地域自治功労表彰を受賞されました。 

住民自治協議会副会長や、 

福祉健康部会長など務めた他、 

様々な町内活動にも貢献され 

てきました。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域自治功労表彰受賞 

骨密度測定      立ち上がりテスト       握力測定         反復横跳び   

        

フレイル・幸福度チェック 

１１月９日(木) 

 信更保育園園庭にて 

晩秋恒例の“やきいも会”

を開催しました。 

好天に恵まれ、新しいお友

達も参加してくれて賑やか

に過ごしました。 

 

１０月２９日(日) 於)信更公民館 


